
65 ○外相歴代第４位に

○昨年１２月～今年２月の活動②

昨年１２月～今年２月の活動①

○昨年１２月～今年２月の活動①

日英２プラス２

中南米大使会議レセプション

佐喜眞宜野湾市長による要請

日韓外相会合後の「日韓合意」を発表する歴史的な共同記者会見

日米宇宙協力及び国際宇宙ステーション計画に
係る文書の署名式

Ｇ７外相会合のための平和公園視察「国連安保理に関する戦略本部」第一回会合

ビル・ゲイツ「ビル＆メリンダ・ゲイツ財団」
共同議長による表敬

TRY to THE BEST
希望・勇気・決断、歴史に耐えうる政治を
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衆議院第一議員会館1222号室

ケータイ

戦後歴代外務大臣在任期間第４位に

吉田茂
１９０９日
総理大臣・外務大臣
農水大臣など

大平正芳
１４７２日
総理大臣・外務大臣
大蔵大臣・官房長官
宏池会会長など

安倍晋太郎
１３３４日
外務大臣・官房長官
通産大臣・自民党幹
事長など

　１月３１日、岸田文雄外務大臣の在任期間が１１３２日に達
し、戦後歴代外務大臣在任期間として第４位になりました。平成の
外務大臣としては最長となります。
　特に２００１年に廃止された、政府を代表して大臣の代わりに国
会で答弁する政府委員制度時代に比べて、現在は国会では基本的
には全て大臣が答弁することになっており、その拘束時間や身体的
負担はかなり大きなものがあり、この記録は特筆すべきものがある
と言えるでしょう。
　岸田外相は新聞のインタビューに「長ければ良いのではない。中
身が重要だ」と答えています。確かにその通りでしょうけど、やはり外
交にとって最も大切となってくる人間関係の構築には、時間も重要
な要素でありますので、
長い時間を掛けられるこ
とができているのは、中
身の充実に直結している
とも言えるでしょう。
　日本の顔として岸田文
雄外務大臣は今日も公
務に精励しています。

昨年１２月～今年２月の活動②

日本国際問題研究所との共催講演

阿川佐和子さんから
インタビューを受ける

衆議院予算委員会

日・イラン投資協定署名式日・インドネシア２＋２

HNS特別協定に関する署名式

会談最多の米国ケリー国務長官


